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１：イントロダクション

本日は貴重な機会を頂きまことにありがとうございました。最初
に本ハンドブックの背景・目的などについて解説させていただ
きます。
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はじめに

本書は．．．

文化財のデジタル化を始めようとされる方むけに作成し
たものです。

各々の目的に沿って、今現在できる最良のデジタル化を
行うためのガイドです。

本書内容は強制・指示するものではなく、これを元に各
組織に合った文化財デジタル化の方法を検討するため
のものです。
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ハンドブック制作の背景
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 デジタル化された画像の形や
色彩の根拠は？

 デジタル化された画像の色は
ライティングによって変化する
のではないか？

 どのようなライトを使用し、どの
ようなセッティングを行ったの
か？

 どのようなカラーマネージメントを
行ったのか？

 現物と比較して評価などを行った
のか？

 どのようなフローや方法論で構築
したのか？

 どのような標準規格を用いている
のか。

電子化された文化資源に関する疑問・課題

（１）プロジェクトのフローを示す。
（２）各フローで関係する規格などを明示する。
（３）記録項目を示し、プロジェクト全体の記録を取得

しやすいようにする。

文化資源の電子化に関するハンドブックを作成する



ターゲットユーザ

 より高精細な文化資源のデジタル化をされる方。

学術研究利用に用いる電子データの作成をされる方。

 より細かいプロファイル情報を体系的に残すことを実践しようとし
ている方。

 ３D、VR、映像など多様な文化資源のデジタル化を統合的に行
うことを想定している方。
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ハンドブック作成の経緯

 2009年度に評価版を作成

･研究者、デジタル化業務に従事する方々に配布
し、御意見を頂いた。

（ヒアリングなどを通してご協力を頂いた皆様 に御礼を申し

上げます。 ）

 2010年度に「文化資源のデジタル化に
関するハンドブック」を作成

・今後、このような案内をまとめていく基礎とする。

6



複数の版によるハンドブックの構成
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 詳細版は記録項目を重視した
ハンドブック

 簡易版は手順を示すナビゲー
ション

 英語版は、簡易版を当面の目
標とする。

詳細版

 記録項目（案）を明示する。

簡易版

 ワークフローの把握と必要
な情報の取得を目的とする。

英語評価版

 簡易版を英語化して評価を
受けて、正式版を作成する。

各版の位置づけ各版の概要



２：ハンドブックの概要解説
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デジタル化の流れと記録項目の概要

 ワークフローの区分

A. 資料内容調査と

デジタル化計画

B. デジタル化

C. カラーマネージメント

D. 評価

E. マスタリングと保存・管理

F.公開・配布

H&I.学術研究利用＋一般利用

G.メタ
データ
の構成
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解説：2-1：目的と概要（Ｐ３）

 目的と概要を明確化する

 ターゲットをガイドライン（前年度評価版）よりもさらに明確化する。

 類似するガイドラインを明示する。

10



解説：3-3：データモデルの明示（P11-12）

 デジタルデータ化に関する情報・標準的なモデル・規格を紹介する。

 本ハンドブックで示す、文化資源のデジタル化に関する情報記述は、
これらの規格にも適応しながら、枠組みを作成する。

 特に、親和性の高いＰＲＥＭＩＳを基本とする。
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解説：3-6：全体フロー（P14-15）

 デジタル化のフローと、各フェーズにおける記録項目を示す。

12



解説：4-A：資料内容とメタデータの設計（Ｐ19）

 デジタルデータ管理に関するメタデータ規格やモデルに関する情
報を掲載する。

 本ハンドブックでは、デジタルデータに関する、記録用メタデータ
に焦点を絞り、資料内容に関するメタデータは、紹介のみとする。
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解説：4-B：デジタル化（Ｐ28-29）
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 デジタル化の基本的なフローを示す。

 各チャートとの関係を明確に示す。



解説：4-B：デジタル化（Ｐ30-31）

 デジタルデータのフォーマットを一覧化する。

 一覧の中で参考サイトの情報も掲載する。
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解説：4-B：デジタル化（Ｐ32-）

 デジタル化に関する情報をシンプルに伝える。
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解説：4-B：三次元オブジェクト（Ｐ38-）

 専門的な三次元計測に関する情報を、イラストなどをいれて解説する。

 映像と音声のデジタル化に関する説明も入れる。
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解説：4-B：資料のデジタル化（Ｐ40-43）

 テキスト入力に関する情報も掲載する。

 撮影環境に関する記録項目を掲載する。
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解説：4-C：カラーマネージメント（Ｐ45）

 カラーマネージメントの項目を独立させた項目とする。

 チャート、イラストなども入れて全体のプロセスを示す。
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解説：４-D：評価（Ｐ49）
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 作成したデータの評価の方法の全体概要を、フローの図を入れ
て解説する。

 評価における記録項目を明確に示す。



解説：4-E：データのマスタリングと管理（Ｐ55）

 マスターデータの作成とデータ管理に関する情報を掲載する。

 参考情報、参考サイトなども掲載する。
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解説：4-F：コンテンツ化＆パブリッシング（Ｐ61）

 コンテンツの公開に関する権利、セキュリティ、電子署名などに
関する情報を掲載する。
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解説：4-G：メタデータの入力（Ｐ69）

 デジタル化に関する記録項目を中心として、メタデータの全体構
成を示す。
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解説：4-G：メタデータの入力（Ｐ72-73）

 全体フローの中でどのような情報を入力するかを全体図の中で示す。

24



解説：A-G：メタデータの構成（P77）

 デジタルデータに関する情報項目（案）を示し、記録項目と参考例を
示す。
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解説：７：参考文献 （Ｐ97）

 参考文献の情報を掲載する。
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３：今後の課題とまとめ
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今後の課題

 配布など

 ハンドブックなどを配布し、デジタル化に関する記録の取得を
促進。

 実例集の作成

 実際の文化資源をデジタル化し、デジタル化に関する記録を
取得する事例を示す。

 実際にデータを記録し、構造化した記述例を具体的に示す。

 英語版などの作成

 評価用英語版を見直して、正式な英語版を作成する。

 活用

 様々なプロジェクトで、部分的でも参考として頂く。

 半自動的で簡易なメタデータ入力の仕組み。

 メタデータそのものの利用に関する権利問題。
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まとめ

 文化資源のデジタル化に関する、フロー、各フェーズで用いる規格、
記録すべき項目を示す。

 A. 資料内容調査とデジタル化計画、B. デジタル化、C. カラーマ
ネージメント、D. 評価、E. マスタリングと保存・管理、F.公開・配布、
Ｇ.メタデータの構成、H&I.学術研究利用＋一般利用 などによっ
て構成されている。

 メタデータは、特にデジタル化に関する記録項目を格納するメタ
データに焦点をあてる。

 記録項目の策定に際しては、ＰＲＥＭＩＳを参考とした。

 今後は、事例などを作成し、各プロジェクトなどで活用して頂くことが
必要。
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 電子版は

http://www.center.iii.u-tokyo.ac.jp/handbook
で公開予定です。
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ご静聴ありがとうございました
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本ハンドブック作成に関しては、多くの皆様にご助言を頂きました。
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